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原料採取段階 

 建築物は材料使用量が多い 

 原料費はそれほど高く取れない 

 それだけに、採掘場が問題になりがち 

 そのための費用が原料費に算入されてい
るのか。破壊者負担の原則が重要。 

 「武甲山を緑にプロジェクト」 
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製造段階は、製造コストに直接関係するため、改善が進んで 
いる。セメントの場合には、廃棄物利用も進んでいる。 
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２００４年排出量速報値 

 １３億２９００万トン 前年比－０．８％ 

 理由は、原子力発電利用率が回復したため 

 １９９０年比で＋７．４％ 

 ２００３年度との比較 

 産業部門 －１．１％（１９９０年比 ｰ１．１％） 

 業務部門 －０．５％（１９９０年比＋３６．３％） 

 家庭部門 －１．１％（１９９０年比＋２７．８％） 

 運輸部門 ＋０．７％（１９９０年比＋２０．２％） 

 いよいよ運輸部門の問題が顕在化 

 しかし、業務部門、家庭部門もまだ問題 
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各セクターからのCO2排出量 
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二酸化炭素排出 ２０１０年期待値 
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使用段階 

 建築エコプレミアムの今後の最大の課題 

 後付ではできないものも多い。 

 建築物を１００年間以上使うとしたら、１００
年後の環境の状況を思う想像力が必要。 

 ビルの場合には、照明と空調 

 一般住宅の場合には、照明と空調と給湯 
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国が期待する温暖化ガス排出の改善法 

 （１）トップランナー方式による改善 

 （２）建物の断熱 

 （３）給湯装置 

 （４）照明の高効率化 

 （５）ＨＥＭＳ、ＢＥＭＳ 
 Home & Building Energy Management System 

 （６）電気自動車、ハイブリッド車 

 （７）交通の円滑化 
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一般住宅の給湯システム 

 一般家庭のエネルギー使用量の３０％ 

 昔なら、ガス、石油による直接加熱 

 進んでいる人なら深夜電力温水器 

 環境派なら太陽熱温水器 

 

 ところが、今は、メニューが豊富 
 エコキュート：ヒートポンプ型電気温水器 

 エコウィル：ガスエンジン型コジェネ 

 ライフエル：燃料電池型コジェネ 
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ガスを熱源とする家庭用コジェネ 
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エコキュート、ガス＆電気温水器 
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ライフエル 
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エコウィル 
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最終比較 

現状では、エコキュートのバランスの良さが光る 
ライフエルは、家庭用機器として寿命があるか 
エコウィルは、もう少々発電効率を高めたい 

 
エコキュートは、深夜電力の安さに支えられている 

これは原子力発電のお陰とも言える 
ガスコジェネで発電した電気は現状では売れない 

 
やはり太陽熱温水器がもっとも環境負荷は低い 
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自宅屋上に設置した 
チリウヒーター製 
強制循環型 
太陽熱温水器 
 
冬の温度上昇だけを 
狙って、設置角度が 
普通でない。 
 
 

貯湯器：３００リットル 

透明板：強化ガラス 
アルミニウム集光板 
枠：ステンレス 
保水量：１．５リットル 
面積：２平米 
消費電力：８７Ｗ 
設置台数：３基 
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再使用段階 

 日本の建築物の最大の弱点が寿命 

 物理的寿命よりも心理的寿命か 

 

 やはり１００年建造物になり 

 そして、最後には、ヨーロッパ的再使用へ 

 

 先日、オランダ・マーストリヒトでの体験 
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廃棄段階 
 最近のコンクリートのリサイクルは想像を遥
かに超えたレベルになった 

 例：鹿島建設 
 ゼロエミッション型解体システム  

 リサイクル率 ９５％ 

 まだ努力が足らないのが、 
 建築用ガラスから建築用ガラスへのクローズド
ループリサイクル 

 エコマークの企画で外部カレット利用率１０％の
目標を出したが、まだ達成されていない 
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再生材料利用を推進すべき 

 ガラス業界は、複層ガラスでの断熱効果な
ど、新商品の主張は行う 

 しかし、板ガラスへの再生材料利用率が低
すぎる 

 いわゆるカレット利用率というものは、市場
を経た再生材料利用率ではない 

 クライアント側の意識の問題か？？ 

 品質要求水準が高すぎる？？？？ 



34 

まとめ 

 ２０世紀は、急成長型社会。 

 ２１世紀は、凸字型社会である。 

 石油・天然ガス ２０３０年 

 世界人口 ２０４５年 

 二酸化炭素排出量 ２０３０年 

 日本は、 

 人口      ２００５年 

 セメント生産 １９９０年 ２０００       ２１００ 
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やはり、エコプレミアム思想に基づ
いた製品が当面（２０年間？）必須  


